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	製品レンジ
	種子処理方法
	① 種子1kgに対する必要量を計算します。
	② 塗抹用の殺虫・殺菌剤（クルーザーMAXX、クルーザーFS30）と併用する場合は、ビーカー等で塗抹前に十分に混ぜます。
	③ 計量品をミキサーまたは肥料混和機にかけ、播種直前に塗抹処理します。
	④ 珪藻土等の乾燥助剤、粉衣用の殺菌剤、根粒菌資材を使用する際は、塗抹後に適量の粉末・薬剤をミキサー内にかけてください。
	⑤ 塗抹・粉衣後、平らな場所に新聞紙等を広げ、種子をその上で十分に乾かしてください。
	※塗抹後の種子は、（5～20℃で保管し）およそ3週間以内に播種してください。
	高温過湿・長期の保管は発芽率の悪化を招きます。
	※単独塗抹の場合は、お問合せください。
	殺虫・殺菌剤との混和テスト
	新しい組み合わせの種子処理剤を試す場合、種子2kg当たりの薬剤を混ぜて以下の点を確認してください。
	a. 化学反応を起こし、塊が出来ないこと
	b. 大量の気泡が発生しないこと
	c. 粘性が著しく低下していないこと
	ダイズ・豆類の必要量早見表
	必要量の計算
	種子1㎏に対するトパーズ必要量(ml/種子1㎏)は、15ml/10aを基準として、10a当りの施用量を播種量で除してください。
	トパーズ施用量 = 15(ml/10a)÷A(kg/10a)
	= X ml/kg
	乾燥助剤の使用方法・注意点
	1. ダイズ種子1kg当たり、珪藻土2g（小豆の場合は珪藻土4g/種子1kg）を目安に使用してください。
	2. まぜコンなどの塗抹機にダイズ種子を投入してください。
	3. 殺虫・殺菌剤とタンクミックス（混用）したトパーズ液を投入し、約30秒～1分ほど攪拌します。
	4. 塗抹機を停止し、珪藻土を所定量の半量投入します。さらに30秒攪拌・停止後、残りの珪藻土を全量投入します。その後、1分半ほど攪拌させながら乾燥させます。薬剤が剥離する恐れがありますので、混ぜすぎないでください。
	5.

